
 

 

	

MoviePerformer: 映像提示デバイスを把持して行うライブパフォーマンスのた
めの映像編集ツール 
河野 将一朗† 橋本 直† 

概要．	エンタテインメントにおいて行われるライブパフォーマンスの一つに，パフォーマがスマート

フォンやタブレット端末のような映像提示デバイスを手に持ち，表示映像と身体動作を連動させること

によって手品のような表現を行うものがある．このようなパフォーマンスを制作する場合，映像と身体

動作の双方で尺や再生開始タイミングを入念に調整する必要があるが，汎用の映像編集ソフトウェアを

用いる従来の手法ではこの調整に手間がかかる．そこで本研究では，映像と身体動作を連動させたライ

ブパフォーマンスを効率的に制作できるツール「MoviePerformer」を提案する．本稿では，従来手法
の問題点と提案手法における改善点を示し，開発したツールの機能とそれを用いた制作手順を説明する． 

 

1 はじめに 
ダンスやマジックなどのエンタテインメントにお

いて，パフォーマの身体動作と映像メディアを組み

合わせた表現はさまざまなものが考案されている．

その一つに，パフォーマがスマートフォンやタブレ

ット端末のような小型の映像提示デバイスを手に持

ち，デバイスに表示される映像と身体動作を連動さ

せながら行うパフォーマンスがある．例えば，デバ

イスを身体にかざすとレントゲンのように透けて表

示されるという表現や，身体の一部が映像内に入る

という表現を行うことができる（図 1）．このような
表現は映像作品やステージ上のライブパフォーマン

スで用いられている[1][2]． 
このようなパフォーマンスは一般的に汎用の映像

編集ソフトウェアを用いて映像を制作した後，映像

データを実機に転送してから演技の確認をするとい

う手順で制作されている（図 2）．制作において重要
となるのが，デバイスに表示される映像と連動した

身体動作を無理なく演じることが出来るかを確かめ

る作業である（以下，これを試演と呼ぶ）．試演の結

果，映像が身体動作に合わなければ，映像の再生タ

イミングや尺を調整するために，再度映像編集を行

う． 
従来手法では，映像調整を行うたびに実機転送と

実際に身体で演じることによる試演の二つを繰り返

し行う必要がある．実機転送は時間的コストを要す

る煩わしい作業であり，映像調整のたびに繰り返し

同じ演技を行うのは肉体的な負担が大きい． このよ
うな問題を考慮し，我々は映像と身体動作を連動さ

せたライブパフォーマンスを制作するための専用の

映像編集ツールMoviePerformerを提案する．提案
手法の制作フローを図 3に示す．後述する本ツール
の機能によって，映像転送は 1回で済み，実際に身
体で演じることによる試演の回数も大幅に減らすこ

とが可能となる． 
 

2 MoviePerformer 
	 MoviePerformer は PC上で動作する映像編集ツ
ールである．本ツールでは，Webカメラを搭載した
PC と映像提示デバイス（スマートフォンまたはタ
ブレット端末）を用いる． 
	 本ツールで取り扱われる映像を図 4に示す．表示
用映像は最終的にデバイス上に表示される映像であ

る．演技映像は，パフォーマがデバイスを手にして

演技を行っている様子を撮影した映像である．なお
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図 1．映像と身体の動きを合わせたパフォーマンスの例 
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演技映像において，パフォーマが持つデバイスには

AR マーカが表示されている．合成映像は，演技映
像中の映像提示デバイスの領域に表示用映像を合成

したものである． 
	 本ツールが提供する機能は以下の 3種類である． 
映像編集機能	

	 ユーザが用意した素材映像をカット編集すること

により，表示用映像を作成する機能である．ユーザ

はマウス操作によって，再生区間および再生開始タ

イミングを指定できる． 
リアルタイム合成機能	

	 Web カメラから取得したリアルタイムの演技映
像に対し，表示用映像の合成を行う．ユーザは合成

映像を見ながら，パフォーマンスの出来を確認する

ことができる．この機能によって，実機転送をせず

に試演を行うことができる．なお，リアルタイム合

成中に演技映像の録画も同時に行うことができる．  

録画映像に対する合成機能	

	 録画済みの演技映像に対して表示用映像を合成す

ることができる機能である．この機能により，実際

に身体を動かして演技することなく試演を行うこと

が可能となる． 
 
3  MoviePerformerを用いた制作手順 
	 ユーザは，まず想定するパフォーマンスに合うよ

うに，素材映像に対しておおまかなカット編集を施

す．その後，ユーザはデバイス上に ARマーカを表
示させた状態で Web カメラの前に立って演技を行
う．このとき，リアルタイム合成機能によって，デ

バイス部分に表示用映像が合成され，ユーザはそれ

を見ながらパフォーマンスの確認を行う．映像と身

体動作のタイミングに問題が見つかった場合には尺

調整を行っていく．尺調整では，リアルタイム合成

機能または録画映像に対する合成機能を用いてパフ

ォーマンスの確認を行う．調整と試演を繰り返し，

パフォーマンスが完成したら実機への転送を行う． 
 

4 まとめ 
本稿では，映像提示デバイスを把持して行うパフ

ォーマンスのための映像編集ツールを提案した．ユ

ーザの持つデバイス上に映像を合成する 2種類の合
成機能を使用し，パフォーマンス制作の効率化を図

った．今後は，本ツールの有用性を検証するための

ユーザテストを行う予定である． 
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図 4．本システムで使用する映像 

 
図 5．提案ツールの概観・各部説明 

 

 
図	2．従来手法における制作フロー	

	

図	3．提案手法の制作フロー	

 


